
主催・お問合せ：神戸アートビレッジセンター（担当　近藤、大泉）
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神戸アートビレッジセンター 連続トークシリーズ

アートサロン《文化施設と社会の交差点》

●10/7（土）「小さな試みが自生、共生する、生き生きとした複雑な世界を求めて-来たるべき地域アートセンターの姿-」
芹沢高志（デザイン・クリエイティブセンター神戸センター長）
●10/19（木）「アートマネジメントの新たな視点-地方創生、大学入試制度改革と演劇-」
平田オリザ（城崎国際アートセンター芸術監督）
●11/6（月）「コモンズとしての劇場の未来-NPO法人DANCE BOXの活動をつうじて-」
講師：大谷燠（神戸アートビレッジセンター館長）
●11/17（金）「都市型クリエイティブセンターの新しい在り方と、小さな村の小さな文化会館の、そんなに大きくはない挑
戦」講師：甲賀雅章（こうが・まさあき／江之子島文化芸術創造センター館長）
参加費：各回 500円（当日清算／ワンドリンク付／かぶっクラブ 400円）
定員 ：25名程度（予約推奨）
申込：参加日・名前・年齢・住所・電話番号を明記の上、メール（event-info@kavc.or.jp）またはお電話
（078-512-5500）にてお申し込みください。
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10/7（土）14:00 ～
芹沢高志（デザイン・クリエイティブセンター神戸センター長）
「小さな試みが自生、共生する、生き生きとした複雑な世界を求めて-来たるべき地域アートセンターの
姿-」
現在、日本各地で大小の芸術祭が頻繁に開催され、「芸術祭シンドローム」なる言葉さえ生まれてきて
います。こうした状況もあって、地域とアートの関係は変化しており、それとともに地域で活動するアー
トセンターの役割も大きく変わりつつあるように思います。今回はローカル、グローバル、インターロー
カル、トランスローカル、小さなものたちのネットワークと、そんな様々な角度から、来たるべきアー
トセンターの役割について語ります。
会場：3F会議室 1
P3 art and environment 統括ディレクター。1989年、P3 art and environment を設立。以後、
現代美術、環境計画を中心に、数多くのプロジェクトを展開する。「デメーテル」総合ディレクター
(2002、帯広)。アサヒ・アート・フェスティバル事務局長（2003-2006）。横浜トリエンナーレ2005キュ
レーター。「混浴温泉世界」総合ディレクター（2009、2012、2015、別府）。2012年、デザイン・
クリエイティブセンター神戸のセンター長に就任。さいたまトリエンナーレ 2016ディレクター。
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10/19（木）18:30～
「アートマネジメントの新たな視点-地方創生、大学入試制度改革と演劇-」
ここ数年、様々な地域で、それ以前には考もしていなかったような角度からのアートの展開が見られる
ようになりました。今回は、城崎国際アートセンターなどで注目を集める兵庫県豊岡市の事例を中心に、
自治体全体が、演劇やアートによって変革を遂げようとしている先進例を紹介していきます。
会場：1F 1room
講師：平田オリザ（ひらた・おりざ／城崎国際アートセンター芸術監督）
1962年東京生まれ。劇作家、演出家。劇団「青年団」主宰。こまばアゴラ劇場芸術総監督、城崎国際
アートセンター芸術監督、大阪大学COデザインセンター特任教授、東京藝術大学COI 研究推進機構
特任教授、四国学院大学客員教授。1995年『東京ノート』で岸田國士戯曲賞受賞。2011年仏国文化
省より芸術文化勲章シュヴァリエ受勲。全国自治体との関わりも多岐にわたり、豊岡市文化政策担当参
与、岡山県奈義町教育・文化まちづくり監もつとめる。

11/6（月）18:30～
「コモンズとしての劇場の未来-NPO法人DANCE BOXの活動をつうじて-」
劇場への観客ばなれ、建物の老朽化が進む中、私たちの生活に劇場が必要か否かが問われています。地
域のコミュニティの崩壊が進む現代社会で、これからの劇場のカタチを鑑賞事業にとどまらず、人材育
成、国際交流、教育、福祉、地域連携等、多様なフェーズから考えます。
会場：1F 1room
講師：大谷燠（おおたに・いく／神戸アートビレッジセンター館長）
NPO法人DANCE BOXエグゼクティブ・ディレクターおよび神戸アートビレッジセンター館長。大阪
生まれ。'96年に大阪でDANCE BOXを立ち上げ、多数のコンテンポラリーダンスの公演、ワークショッ
プをプロデュース。2009年 4月、神戸に拠点を移し、≪ArtTheater dB 神戸≫をオープン。Asia 
Contemporary Dance Festival など国際交流事業やアートによるまちづくり事業も多数行う。神戸大
学、近畿大学非常勤講師。2010年度国際交流基金地球市民賞。2015年度 KOBE ART AWARD大賞。

11/17（金）18:30～
「都市型クリエイティブセンターの新しい在り方と、小さな村の小さな文化会館の、そんなに大きくはない挑戦」
地域におけるアートの役割、センターの使命とは？この問いには、なかなか簡単には答えられません。
今回は、私が関わっている都市型アートセンター（大阪府立江之子島文化芸術創造センター）の戦略と、
人口7200人の中山間地の村にある田舎型カルチャーセンター（川根本町文化会館）で6年前から始まっ
たプロジェクトを通して、この問いへの答えを考察します。
会場：3F会議室 1
講師：甲賀雅章（こうが・まさあき／江之子島文化芸術創造センター館長）
1991年株式会社シーアイセンターを設立。広義の意味でのデザイン、文化戦略を、21世紀型経営の
最重要資源として位置づけ、企業、組合、商店街、地方自治体等の活性化におけるコンサルティング活
動を展開。1992年から「大道芸ワールドカップ IN静岡」を立ち上げ、現在までプロデューサー。
2014年からは役者、パフォーマー、ダンサーとしても舞台に立つ。静岡デザイン専門学校では 18年
間教鞭を執る。2012年 4月から大阪府江之子島文化芸術創造センターの館長に就任。
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